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tion to make school sports festivals more competitive.

Key Words: School sports festivals,Competition,Recreation and e可 oyment,Safcty first

司博田島

I.は じめに

1970年代,「競争のない運動会」が登場する。関西

発の「平等運動会」は,賛否両論を巻き起こしなが

ら,約 10年 間にわたって全国を席巻していく。とは

いえ,こ の関西流は定着せず,東西で運営に違いもで

てきている (吉田誠一「[関西おもしろ文化考]運動

会」『読売新聞』2002年 10月 16日 夕刊,大 阪本社

版)。

「いい運動会とはどのようなものか」のヒントを得

るために,2003年 6月 ,甲南女子大学の学生 148名

を対象にアンケート調査を実施した
゛
。回収数は,131

名 (88.5%)で ある。

そこで,調査項目のひとつとして,「徒競走で順位

をつけなかったり,廃止する動きについてどう考える

か」を自由記述にて尋ねた。その結果を分類すると,

「反対」104名 (79。 4%),「条件つき反対」13名 (9。 9

%),「賛成」6名 (4.6%),「 どちらともいえない」5

名 (3.8%),「や りたい人だけで」3名 (2.3%)と な

った (島 田博司編『運動会一〈自分試 し〉の物語』甲

南女子大学,2004年 )。

その際,本に収録できなかった自由記述部分の全容

を知りたいという声がでた。これを受け,本稿は,そ

れらを資料として紹介し,こ れからの運動会のあり方

を具体的に考えるヒントを提供することを目的として

いる2,。

Ⅱ.自 由記述一覧

以下,自 由記述を上記の 5分類に従って,紹介す

る。

1.反対

*私は,普段目立たない子やぱっとしない子が自分の

特技をみつけたり,互いに競いあうからこそおもし

ろみがでてくると思うし,互いの競争心を刺激する

ことにもつながったりと,新たな自分を発見する大
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切な場所なので廃止するべきではないと考えます。

*私 自身,小中高と共学で毎年運動会に参加できたん

ですけど,一番運動会でやっていて盛りあがるのは

競いあう種目でした。私自身,や りたいという気持

ちが大きかつたため,高校でひとり2種 目しかでら

れないと聞いたときはショックでした。でたい子は

ださせてくれたら気がすむのに。なんかやり残した

気持ちでいっぱいです。順位などはつけなければい

いとかいう問題じゃないと思う。

*運動会ってそういうものだと思う。個性の尊重とか

そういうのもあるけど,私は運動が好きだったから

徒競走も好きだった。運動の嫌いな子の気持ちも少

しはわかるけど,勝負をするからおもしろいし,盛

りあがるんだろうし,別 にビリになったからといっ

てその子自身がダメなわけじゃない。勝った,負 け

た,活躍したっていろいろあるから楽しいし,いい

思い出になるんじゃないかなあ。

*運動会が盛りあがるのって結局勝ち負けがあるから

だろうし,順位をつけることを抜きにしてしまった

らつまらないと思う。負けず嫌いの私にとつては,

勝負性がないとはっきりいってやる気がでない。

「どうせ勝ち負けはないのだから,適 当に走ってお

いたらいいやん」ってはじめから投げだして,や っ

てみないうちから「どうせいい」とか思ってしまう

子が増えそうな気が00・。

*あ えて個人的な差をつけることによってがんばる子

もいると思うし,負けて傷つくということも精神的

に強くなるためには必要であると思う。「傷つ く子

のために」となにもかも廃止をしていては,楽 しみ

にしている子はどうしたらいいでしょうか。

*反対。学校にいっている間に,結果ではなく過程を

大切にすることを学ばなければならない。努力する

ことやみんなで支えあうことの大切さをもっとも効

率よく吸収できる場が運動会,体育大会だと思う。

がん|ゴることは格好悪いことではないと知るべき。

個人的には,人間全員が熱血であってほしいと思つ

ている。

*今 まで通 り続けたらいいと思う。私は足が遅くて ,

徒競走が本当に嫌いだった。遅いっていうのが恥ず

かしかったけど,な くなるのは反対。運動会じゃな

い気がする。それに,いつも徒競走で 4,5,6位 だ

ったけど,1回 だけ障害物リレーで 2位 になったこ

とがある。今でも覚えている。本当にうれしかっ

た。だれにでもそんな経験があると思うから,な く

すのはよくないと思う。

*順位は,つ けた方がよいと思います。なぜなら,順

位をつけないと上位をねらう争いがなくなり,「何

番でもいいや」ということになり,自分の成長を妨

げると思うから。

*徒競走に順位をつけなかつたら,ま ったくやる気が

でない。みんな,いい加減になると思う。運動会自

体も盛りあがらないと思う。確かに, リレーでビリ

になったりしたら遅い人のせいになったりするけ

ど,な にかいわれるのも正直 2,3日 だけです。み

んなから応援の声が聞こえるのもうれしい。

*運動会としておもしろみがなくなるから,な くさな

い方がよい。

*私は,徒競走を玉入れや綱引きよりも運動会のなか

でのメインイベントだと思っていたので,廃止して

ほしくない。なによりも走る前の緊張感が大好きだ

ったし,走 った後は順位に関係なくスカッとした。

子どもってそこまで順位にこだわるのでしょうか ?

私のころは,予 め 50m走の記録をもとに同じくら
いの速さの子がいっしょに走るようになっていたの

で,順位についてはとくになにも考えなかった。
*個人個人で能力が違って当たり前だし,運動会は楽

しいものなのだから,子 どもが傷つくから廃止する

なんて考えたこともなかった。順位をつけないと,

やる気もでないし,お もしろくない。

*順位をつけることで傷つくこともあるかもしれない

が,がんばろうという気持ちもでるので,順位があ

る方がよい。

*徒競走の廃止は,よ くないと思う。なぜなら,子 ど

もの「負けたら悔 しい」とか,「絶対に勝つ」とい

った競争心がなくなってしまうから。悔 しい思いを

する方が, 自分自身が強くなっていいと思う。

*私は運動が好きなので (走 るのも得意なので),順

位をつけられてもあまり傷つかなかった。むしろ順

位をつけてほしい方だったので,順位をつけないと

か徒競走を廃止するということは,私 にとっては考

えられないことです。運動会の目玉がなくなったら

おもしろくないし,そ もそも「運動会」じゃなくな

ると思います。

*子 どもが傷つくという理由から徒競走や順位づけを

廃止するというのは間違っていると思う。だれでも

傷ついたことやイヤなことから学びとるものがたく

さんあると思う。傷つくことを小学校時代に避けて

通ってしまったら,情緒や感受性など内面的成長の

機会が減ると思う。

*「手をつないでいっしょに『はい,ゴール～』はや
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めて,順位をつければいい。イヤなら死ぬ気でサボ

れ…」なんて,無理ですよネ。傷つくとかは本人の

問題なので,そのぐらいでガタガタいうなといいた

い。かくいう私は,徒競走だのなんだのには死んで

もでたくないのですが。我慢して,そのときしか経

験できないこと学べばいい。一度は,経験しておく

もんだ。

*数字にださないだけで,実際に順位はつく。だか

ら,順位をつけないのは無意味だと思う。イヤイヤ

ながらも経験してきた立場としては,廃止する必要

はないと思う。なんでもできる人なんて,そ ういる

もんじゃないし。

*徒競走の順位を廃止することはおかしいと思う。そ

れでは,勉強やテストでも個人的な差がでることは

よくないことになってしまうと思う。

*社会にでれば,も っともっと競争も激しく,順位づ

けも厳しい。私は,運動会で協力しあうことや勝ち

負けを経験することは将来社会にでるときの準備だ

と思います。こういう機会をなくしてしまうと,み

かけは大人だけど中身は子ども,ただ年齢だけが大

人という人が増えて,社会が成り立っていかなくな

り,潰れる原因のひとつになると思う。

*私は,そ うは思いません。確かに私は,運動が得意

だった方だけれど,徒競走ではいつも私より速い子

といっしょのレースだったりしてイヤでした。で

も,その子に勝つためにがんばって練習したりしま

した。勉強するのが好きでなかった私は,運動会な

どの学校行事がとても楽しみでした。

*ビ リになって傷つくのは,運動だけの問題ではあり

ません。普段の生活では,む しろ成績がビリの方を

気にしている子の方が多いと思います。勉強が得意

な子,運動が得意な子がそれぞれいるわけなのだか

ら,徒競走を廃止すれば順位で傷つく子どもがいな

くなるわけじゃないと思います。「イ固性を大事に」

というのなら,子どもが輝ける機会をなくしてはい

けないと思います。

*確かに,負けた子が傷つくということは注意すべき

ことで,ま ったく考えないというわけにはいかない

でしよう。だからといって,傷つかないように先手

を打つこと,た とえば徒競走をやめてしまうことが

本当にその子にとっていいことだとは思えません。

むしろ,あ りのままの自分を知って,受けいれ,

少々のことでは傷つかない子になっていくための第

一歩じゃないかと思います。だれでも苦手なことは

あるし,どうしたって傷つくことはあるけれど,そ

の上で「それでいいんだ」「それが自分なんだ」と

思えるようになっていけたらいいなと思います。

*あ まりよくないと思います。やはりそれでは,や る

気が減ってしまうと思うからです。

*悔 しい気持ちを味わうことによつて,決意が固まっ

たり,がんばろうと思つたり,努力する気持ちが芽

生えるのだから,順位は絶対に必要だと思う。1番

になったときの気持ちって相当うれしいもん。高 1

のとき,実カテストで学年 1番 になり,最高にうれ

しかった。私が 1番 になると,私だけでなく親,担

任,友だちも喜んでくれた。逆に,ビ リのときは励

ましてくれた。もともと,みんな個人的な違いや差

があるのだから,運動会だけ順位をなくしても意味

がない。

*私 は走るのが遅いので,本 当にリレーが嫌いでし

た。ビリになるのがイヤで,家に帰ったら速く走れ

るように練習をしました。少しだけ速く走れるよう

になったときは,本当にうれしかったです。徒競走

は運動会のメイン競技だし,ビ リになって傷つき,

練習して速くなったときの喜びもあるので,廃止に

は反対です。

*廃止しない方がよい。私は,負 けたことで,「コノ

ヤロー」とか「速くなりたい」という気持ちがでて

きて,がんばって走るようになり,速 くなった。そ

ういう気持ちをもつことは大切だ。

*「子どもが傷つく」って,大人が勝手に決めつけて

いるところがあると思う。ビリになった子全員が傷

ついているわけがない。廃止するなんて大袈裟だ。

まわりがそういえばいうほど,逆に子どもは傷つく

と思う。

*私は運動が大好きで, とくにリレーは好きな競技の

ひとつだったので,廃止する動きには共感できませ

ん。しかし,こ れは私の言い分なので,運動が苦手

な子からみれば,自分勝手といわれるかもしれませ

ん。でも,や はり順位があるからこそ楽しいのだと

思う。負けたら負けたでお互いよくがんばったと慰

めあい,勝ったら勝ったでお互いに称えあう。そこ

でまた,友だちの仲が深まり,運動会というものが

印象深く残るのだと思う。だから,私は廃止には賛

成できません。

*私 自身はビリになった経験がないので,傷つくとい

う意味がよくわかりません。傷つきたくないために

努力 (た とえば,朝練とか)を して,それでも負け

た場合,私は傷つくというより自分をがんばったと

誉めてあげたいし,ビ リになることも悪いことでは
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ないと思う。廃止するのは,ビ リが悪いこと,傷つ

くことといっているようなもので,お かしいと思

う。

*私は,順位がついてもいいと思います。負ける子ど

もが傷つくというけれど,そ こまでみんな気にしな

いと思うし,1回 くらいで弱気になっても…と思い

ます。負けても次のチヤンスがあるし,次がんばろ

うという目標もみえてきます。それに,廃止してし

まって,ダ ンスや他の順位のつかない,み んないっ

しょの種目ばかりだと,運動会がつまらなくなると

思います。

*本当にそういう子がいるのか,ア ンケー トをとって

みたらいいと思う。1,2,3位 をとれるとけっこうう

れしいし,今の子は順位なんてあまり気にしないん

じゃないかなって思う。順位をつけることがどうと

いうのではなく,その子とまわりの関係になにかあ

ると思う。

*私は,反対です。私の兄は太っていて,走 るのも遅

くて,順位はいつも最後の方やビリでしたが,その

分クラスの人や先生たちに応援 してもらっていた

し,「傷つく」とか「イヤ」というのを聞いたこと

はないです。それと,私 は勉強がぜんぜんできない

分,運動する方で目立とうと思っていたので,運動

会は大好きでした。走るのが遅くても,みんなでは

ないけれど,1位になりたいって思って練習をする

子もいるので,順位をつけることはいいことだと思

います。

*「競争があるからみんな盛 りあがる !」。それが運

動会だと思います。勉強が苦手な人のアピールの場

なのに,それをなくそうとしているのは反対です。

やっている子どもたちも楽しくなくなるし,運動会

なんておもしろくないからイヤっていう子も増えて

くるでしょう。足が遅い子は,別 にビリになること

を恐れず,人間,苦手なものはひとつふたつあるの

だから前向きに考えていけば・・0と 思いますが,そ う

思うのは自分が運動好きだからいえることかもしれ

ません。

*廃止するべきじゃないと思います。理由は,あ る程

度競争心やプレッシャーに打ち勝つ力をつけるべき

だと思うからです。だれだって,1番になりたいと

か,走 るのが苦手だからその姿をみられたくないと

いうプレッシャーがあると思います。でも,それを

乗 りこえることによって精神的にひとつ強くなれる

と思います。廃止すると,弱い子どもがたくさんで

てくる気がします。社会にでて,負けたら悔 しいと
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思いがんばっていく人が少なくなると, きっといろ

んな意味で成長していかないと思います。

*やつぱリリレーなどの徒競走で順位がないと盛りあ

がらないような気がするし,や る気も減ると思いま

す。私は走るのが嫌いだけれど,思い出をつくるな

ら必要だと考えます。

*私は走りがあまり速くなかったから,あ まり徒競走

は好きではありませんでした。しかし,走 りが苦手

な分,こ んな得意なことがある,人 には負けないこ

んなことがあるというように,別のことで自信がも

てたり,新たな面をみつけることができたりすると

いうことがありました。人それぞれ得意不得意があ

って当然。個人的な差があって当然。走りだけが得

意の子もいるのだから,順位廃止はどうかと思いま

す。負けると傷つくから順位を廃止するようなこと

ばかりしていたら,つ らいことに耐える心の強さな

どの発達や成長を妨げているような気がします。

*よ くないと思います。みんな同じでなにが楽しいの

かわからないし,足が速い子の個性を完璧に無視し

ているようにも思います。

*私 も走るのが好きではなかったから,小 中のころは

イヤで仕方なかったけど,今思えば一番盛 りあがる

種目のひとつだし,だれでも苦手なものはあること

を教えるべきだと思います。だから,廃止する必要
はないと思います。

*「みんないっしょ」といってちんたら走っているの

は,みていてみっともない。結果がどうであれ,精

一杯の結果なら,すがすがしい気持ちになるはずで

ある。競争心を促すためにも,や はり順位はつける

べき。

*私は,順位をつけた方がいいと思います。もし最下

位になったなら,練習をすれば速くなると思うし,

なによりも負ける悔 しさを体験することによって,

大人になって挫折したときにもすぐに立ち直ること

ができると`思います。

*ス ポーツに順位があるからこそ子どもたちは一生懸

命になり,悔 しい思いをしたり,1位になった達成

感や満足感を味わうことができるのだと思う。

*成績の面では順位をつけるのに,徒競走などでは順

位をつけないというのはおかしいと思う。

*確かに,大勢の前でビリになるのは恥ずかしいし,

私だったら最後に拍手されたってぜんぜんうれしく

ないと思います。だからといって,ビ リをなくして

しまえというのは強引だと思います。人間には競争

意識というものが備わっていて,敗北感や勝利の達
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成感を味わうことは人が成長していく上で大事な要

素となると思います。子どもが傷つくから勝敗はつ

けるべきではないだなんて,私からしたらバカバカ

しいとしか思えません。負けて慰めあったり,次は

がんばろうと練習したり,逆に勝ったら喜びをわか

ちあうことで団結力も強まるし,な により勝つ快感

を知ることができます。遅かれ早かれ,子どもは競

争社会のなかで勝つときもあれば負けるときもある

ということを学びます。学校は,社会にでる準備を

させる大切な場所だと思います。すべての子が勝ち

負けを経験しないで成長するなんてありえないと思

います。学校だけが甲乙をつけなくしたとしても,

子どもたちは彼らをとりまく環境によって甲乙をイ

ヤでもつけられていくからです。幼いころから点数

で評価されることで,子 どものなかに「自分は何

点 ? 低い点だと,駄目な子というレッテルをはら
れる」と競争意識がとりこまれていっているのは事

実です。だからといって,「すべてを平等に」とい

うのは無理です。人間って,み んな違う。それこ

そ,十人十色。平等と競争のバランスが大事なんだ

と思います。極端だからおかしくなるんだと思いま

す。

*走 るのがあまり得意ではなかったので,リ レーや

200m走 はみんなの足を引っ張っているようでいつ

も憂鬱でイヤだった。でも,今思いかえしてみる

と, よかった,楽 しかったと思える。また,い ざ競

争がない体育祭に参加すると,確かに不安は消えた

ものの思い出は残らなかったので,競争は体育祭に

は必要だと思う。

*リ レーなどで川頁位が決まることによって,「もっと

がんばらないと」という気持ちが生まれてくると思

うので,徒競走がなくなってしまうのは少し寂しく

思います。

*私は徒競走が大嫌いだったけど,応援で盛りあがる

し,や っぱ「体育祭」といえば徒競走が見どころだ

と思うから,あ ってほしいと思う。

*競争することや順位をつけることは,競争心をつけ

させ自分を高めるだけではなく,他者の存在を認め

ることができるので,必ずしも廃止すべきだとは思
いません。

*勝ち負けがあるから「がんばろう」という気になる

と思う。負けることも成長につながるひとつだと思

うから,廃止しない方がいいと思う。
*う ちの小学校でも,私たちが卒業してから何年かし

てリレーなどがなくなってしまいました。順位をつ

けることで傷つくという考えもわかるのですが,ク

ラス対抗ではみんなが協力したり,リ レーでもみん

なが走者をすごく応援 していました。たとえ負けた

としても,みんながんばったと褒めてくれるし,む

しろ人と人の関係が強くなるような気がするので ,

やめなくてもいいと思います。

*私は,順位をつけていいと思う。人前で負けたら傷

つくというのは,負 けたらダメだと思いこんでいる

ことに原因があるんじゃないだろうか。いい成績を

あげたならそれを評価 してあげるのは当然のこと

で,順位をつけないという動きは平等でもなんでも

ないんじゃないだろうか。平等に評価するのであれ

ば,いい成績を残した子にはそれ相応の評価をする

べきではないだろうか。表彰状がいつかなくなって

しまうかと思うと,寂 しい。
*私 も足が遅くて走るのがイヤだったが,走った後は

後々引きずることはなく,いい思い出として残って

いる。足の速い子にとってはいい晴れ舞台になり,

遅い子にとっても遅いなりに全力を尽くすというこ

とを学べるいい場だと思うので,廃止する必要はな

いと思う。

*競争だからがんばろうとすると思う。努力したり負

けたりしていろんな感情を体験し,成長できると思

う。

*私は,こ れから子どもたちが生きていく社会は競争

社会なので,子 どもの時期から競争して勝つ喜びや

負ける悔しさに耐える力を育てることが必要だと思

う。だから,徒競走は今まで通 り続けた方がいいと

思う。

*私は,順位をつけるべきだと思います。私は走りが

とても遅くて,いつもビリでした。それでも,次こ

そは Hと 思って,一生懸命走つていました。やっぱ

り,み んなで楽しく刺激をしあって競うことは大切

だと思います。

*私は,反対です。小さいころから負ける悔 しさや傷

つくことなどを体験せずに育ったら,心身ともに強

くなれない。競争がなかったら人はなかなか伸びな

いし,大人はちょっと過敏だと思う。

*よ くないと思う。それでは,足の速い子のことを考

えてないと思う。足の遅い子もそこでふんばる力や

強い心をつけるいい機会だと思うから,な くすのは

反対です。

*社会では常に競争させられているので,運動会など

で競争に慣れておくべきである。勝つたときのうれ

しさや,負けたときの悔しさも感じることができる



甲南女子大学研究紀要第41号 人間科学編 (2005年 3月 )

ので,徒競走で順位をつけないようにするのはやめ

た方がいいと思う。

*子 どもの成長のためにも,廃止はよくないと思う。

社会にでれば,競争が激しいのは当たり前。「ビリ

なると傷つく。だから,やめよう」では,こ の先つ

まずけば立ち直れないような精神的にも弱い人間に

なりかねない。順位をつけるからこそもっと自分を

高めようと努力するのであり,な くしてはいけない

と思う。

*私は,順位をつけることはいいことだと思う。なぜ

なら,競争させることによって競技中じゃない人も

応援に燃えることができるし,競争心をかりたてら

れて一生懸命参加し,思い出に残ると思う。勉強が

苦手な子でも,運動が得意であれば体育祭なんかで

評価してもらえて,自信がつくと思う。

*みんなの前でビリになることは確かに恥ずかしいこ

とかもしれないけど,ビ リになった子はビリになつ

た子でそこから得られるものもたくさんある。同じ

競技に参加した友人からの励ましなどもそのひとつ

だと思う。私が参加していたころも,勉強などが苦

手でも運動神経が抜群な子は,運動会の徒競走など

で 1番 になることに誇 りをもって楽しみにしていた

ように思う。人間には得意なことと不得意なことが

必ずあるものだから,負 けを形にすることは子ども

によい影響も与えるのではないだろうか。

*徒競走は,運動会には欠かせないと思う。それに,

順位なしではおもしろさに欠けると思う。私は,従

来の徒競走がこれからもあってほしいと思う。一生

懸命走ることに意味があるのであって,順位がすべ

てではない。

*別に悪いことではないと思います。順位がつくから

本気でがんばれるし,悔 しかったり,よ い結果がで

たりと,すべて思い出になると思います。

*私は,廃止しない方がいいと思います。少し甘やか

しすぎではないでしょうか。走るのが遅くて傷つく

なら,がんばって練習すればいいと思います。走る

のが遅い子が一生懸命走っていれば,みんな応援す

るはずです。それとも,最近の子は一生懸命走った

りしないのでしょうか。また,応援などしないので

しょうか。もしそうなら, とても悲しい世の中だと

思います。徒競走は子どもの向上″亡ヽを育てるのにも

ってこいだと思うので,ぜ ひ復活させてほしいで

す。

*私は,競争の機会を減らすと,子 どもたちの闘争心

や達成感がなくなってしまうのではないかと思いま

す。努力をすることが無意味に思えてしまうよう

な,熱い心のもてない無関心で無気力な人間になっ

てしまうのではないかと思います。

*個人差があるのは当たり前だから,廃止する必要は

ない。順位があることで,いい緊張感やがんばる気

持ちも芽生えると思う。

*ビ リの子が傷つくかどうかは,教師のフォローにか

かっていると思う。それに,昔の伝統がなくなって

いくのがちょっと悲しいなって思う。だから,徒競

走で順位をつけないだとか廃止するというのはどう

かと思う。

*私が小学生のころは,徒競走もクラス選抜のリレー

もありました。私自身,徒競走で負けても傷つくこ

とはなかったです。親も, とくになにもいってなか

ったように思います。なかには傷つき,イ ヤだと思

っていた友だちもいたかもしれません。しかし,近

年,そ ういった徒競走などが廃止される背景には,

子どもの意見よりも親の意見が重視されていると思

います。今の親は,自分の子どもにしか目がいつて

いない気がします。実際,子どもたちが「徒競走の

方がいい!! 楽しい !!」 といっているのをみまし

た。

*私たちのときは,順位がついていたけど,別 に負け

たからといってたいして傷つきはしなかったです。

泣いている子もいたけど,それは悔し涙で,ま た次

がんばろうという気持ちの方が大きかったです。運

動会で順位づけがなくなったら,子 どもたちにはた

だの体育の授業といっしよで,盛 りあがらないよう

な気がします。

*個人的な差をつけるのはよくないことだと思うけれ

ど,「負ける」という体験がないと「悔しい」とい

う気持ちもわからないし,「 :次はがん|ゴろう !」 っ

ていう気持ちも湧いてこないんじゃないかと思いま

す。

*徒競走を廃止するということは, よくないことだと

思う。個人的に差をつけることはよくないことかも

しれないが,負 けることによって次はがんばりた

い,体力をつけよう,練習しようなどと前向きに考

えるようにもなるだろう。また,走 ることは苦手で

も他のことで 1位になれたときには,う れしさも倍

になるし,自分の得意や不得意がわかり,いいので

はないかと思う。

*競技には勝ち負けが必ずあるもので,勝負があるか

らこそ子どもたちは力をだして 1位 になろうとがん

ばるのだと思う。だからこそ,お もしろいのだ。
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「差」とみることそのものが間違っていると思う。

差を意識しすぎると,反対にみんなに対して不平等

になるのではないだろうか。走 りたい子の気持ち

は,無視されてしまうだろう。走るのが遅い子も遅
いなりにがんばることが大切だし,負けることから

逃げてはいけないと思う。まわりの人は,がんばっ

たことを誉めてあげるべきだ。私は,徒競走は運動

会にはなくてはならない競技だと思う。

*力贋位をつけることによって,負けても「次はがん|ゴ

ろう」という向上心ややる気がでてくると思う。世

の中,傷つくことは順位をつけなくたってたくさん

あると思うし,そ ういうことにも慣れておいた方が

いい。それに,傷つく原因は,負けたことよりも負

けた後に周囲の人間が放つ悪口にあると思う。

*個人的な差をつけるのはよくないだとか,負けると

子どもが傷つくなどといわれると,勉強面の話とか

ぶってきます。運動という面で傷つく子もいるが,

勉強面など他の面でも傷つく子はいると思います。

運動会以外の場でも同じようなことが起こりうるの

に,運動会だけ廃止にするというのはどうでしょう

か 。

*勝ち負けを決めることは,間違っていないと思う。

学校は平等化を進めることに必死だけれど,こ うい

う平等は間違っている。なぜなら,社会にでれば不

平等は当たり前だから。食べもの屋でいうならば,

おいしい店には客は入るけれど,ま ずい店には客は

入らない。こういう競争は,ど こででも起こりう
る。平等とは,男女の差別をなくしたり,障害者に

対する偏見をなくしたりすることであって,競争性

をなくしてしまうこととは違うと思う。そのなかで

生き残っていくためには,努力したり自分だけの特

技をみつけたりする体験の場が必要である。そうい

う場が学校であって,運動会もその可能性をみつけ

るための場所だと思う。運動会の競争性をなくして

しまえば,子どもたちはなにが自分の特技なのかが

わからなくなるのではないか。だいたい子どもが傷

つくといっても,傷つかないで成長する人がいった
いどれほどいるというのだろう。たくさん傷ついて

も次へ立ち向かっていける力を養うには,負けるこ

とも必要である。負けない嘘だらけの平等のなかを

漂う子どもは,ま すますひ弱になるのではないかと

思う。

*遅い子だけが傷ついているとはかぎらない。順位で

はなくて,速 くて損だと思っている子もいると思

う。負ける子が傷つくという話題がでると,今度は

負かすことで傷つく子もでると思う。傷つくことそ

のものは悪いもんじゃないと思う。傷つかずに生き

ていくなんて無理だから,乗 りこえる方法を身につ

けるためにはいいんじゃないか。順位をつけること

のすべてが人間関係に反映するほど,子 どもは考え

なしではないと思う。そのように考えるのは,大人

も子どもが信じられなくなっているんじゃないか

な。私は,競走があっていいと思う。

*私は,徒競走で順位をつけなかったり廃止するとい

う動きをいいと思いません。順位がつけられないと

得意な分野であつても認められる機会がなくなって

自信がもてなくなると思うし,個性を伸ばす教育を

するといいながらぜんぜん個性を認められない教育

になっていると思います。徒競走を廃止にしたから

といって,みんなのみている前で個人的な差がつか

ないというわけではないと思います。目にみえる差

だから徒競走を廃止しようということになったので

しよう。ビリになったからといって他の面もダメと

いうわけじゃないし,自分の得意な部分でがんばれ

ばそれは解消できるのではないかと思います。たと

えば,走るのは苦手だけど理科は得意だからこっち

でがんばろうという気持ちになるんじゃないかと私

は思います。だから,私は徒競走を廃止しなくてい

いと思います。

*大人になったらイヤでも順位をつけられる機会は増

えるのだから,体育祭で順位を決めないのはただ子

どもを甘やかしているだけではないだろうか。たと

えビリでも次回はという向上′亡ヽが湧いてくるはず

だ。順位は厳しい現実だが,それに負けない大人に

なるためにも必要な体験のはずだ。廃止してしまう

のは,少 し違う気がする。「負け」を知るのも,人

生の勉強になる。

*確かに徒競走などでビリになってしまうとイヤな気

持ちになってしまうが,今度の競争ではがんばって

1位 になろう !と いう気持ちが大事だと思う。

*私はどちらかといえば運動が苦手で,徒競走は毎年

といっていいほどいつも真ん中の中途半端な順位だ

った。それでも,「負けたくない」と自分なりに精

一杯走り抜いていたし,お わった後「やり遂げた」

という思いで満足していた。人生には争うことがつ

きものだし,勝ち負けの差がつくのは仕方ないと思

う。勝敗にかかわらず,自分がどれだけ努力したか

の方がよっぽど大事だ。それに,徒競走で差をなく

すために「平等」の順位にしてしまっては,走 りで

ヒーローになれる子どもたちに,かえって「不平
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等」を押しつけることにはならないだろうか。

*「人に順位をつける」という面だけみればいけない

気がするが,運動会で 1位 2位がなければどうなる

だろう。なにかもの足りない気がする。走るのが苦

手な子は,順位に関係なく中身でがんばって楽しく

したらいいと`思 う。たとえビリでも, 自分はがん|ゴ

って走ったと思えることが大事だ。先生や家族 も

「がんばったね !」 と一言かけてあげれば,苦 には

ならないと思う。

*足の速い子は,自 分の活躍する場があってうれしい

と思うだろう。遅い子は,順位をつけられるのはイ

ヤかもしれない。しかし,そのなかから次はひとつ

でも上位を目指そうと,努力することを学べると思

う。したがって,徒競走や順位をつけることは悪い

ことではないと思う。

*私は,徒競走を廃止するのはよくないと思います。

私は普段から勉強の面で目立つような子じゃなかっ

たけど,陸上部ということもあって走ることは大好

きなので,一年に一度の体育祭がどれだけ楽しみだ

ったことか・・・。1位 になったときの喜びを奪うのは

よくないと思います。私みたいな子にとっては,徒

競走は欠かせないものだと思います。

*私は,大反対です。負けても次は勝とうと努力すれ

ばいいし,負 けても傷ついたり恥ずかしがったりし

なくていいと思う。そういう経験は大切で,それが

少ないから, どんどん心の弱い子が増えてるんだと

思います。

*何歳になってもどこにいっても,社会では常に人と

比較される。だから,個人的な差をつけるのはよく

ないという考えはおかしいと思う。それに,走 るの

が速い子にとったら 1位 というのはすごくうれしい

ことだ。また,走 ることがよリー層好きになり,そ

の子自身の走るという能力を伸ばすこともできると

思うから,今まで通り順位をつけるべきだと思う。

*正直いって,私 自身個人的な差がつくことによつて

体育祭を楽しんでいた部分もある。それは,こ の伝

統的な行事を通 して,た くさんのものを得たから

だ。ライバルができ,競争心が芽生える。競いあう

ことで,闘争心に火がつく。そのなかで,お互いを

信じあえる友情が生まれる。負けることの悔 しさを

知り, リベンジに燃える ! こんな感情をむきだし

にした,体 と体の,気持ちと気持ちのぶつけあえ

る,年 に一回のチャンスを無駄にしてはいけないと

思います。

*徒競走で順位をつけることは,悪いことじゃないと

思います。ビリやブービーになった子が傷つくとい

うけど,悔 しい思いをした分,がんばろうと思う向

上′亡、は大切だと思うし,競争がなければ運動会は盛

りあがらないと思うので,徒競走はなくしてほしく

ないです。

*私は,徒競走を廃止するのは反対です。なぜなら,

運動会の思い出で楽しかったのはリレーだったし,

普段の生活で体を動かして競いあいすることってあ

んまりないし,と きには友だち同士仲よくても競い

あうのはいいと思います。お互いを意識しあつて,

よい刺激になると思います。

*私は,順位をつけたり徒競走をしてもいいと思う。

みんなが同じということはありえないことだし,い

い意味で勝負をすることは大事だと思う。

*徒競走で順位をつけなくて,な にがおもしろいかわ

からない。順位をつけないくらいなら,や らない方

がいいと思う。

*学校行事には,運動会だけではなく文化祭や音楽祭

などもあり,それぞれが生徒の特技を発揮できる場

である。苦手なことをやらないで避けるのではな

く,苦手なことにも挑戦して,一生懸命やることに

意味があるということを生徒に伝える必要があると

思う。

*足の遅い子の気持ちはわかりますが,徒競走で順位

をつけてもよいと思います。体育祭は,1番になる

歓びや負ける悔 しさなど,い ろいろな経験ができる

場所だと思います。確かに足が遅いということで傷

ついてしまう子もいると思いますが,悔 しさを生か

してがんばるということが大切だと思います。

*傷つく子を基準にして守っているばかりで,な にが

得られるのかと思う。負けたくないから速く走れる

ように特訓することもあるだろうし,大袈裟だが挫

折を知ることにもなるではないか。私は速くも遅く

もなかったが,傷ついた覚えはない。速く走れるよ

う,休み時間にみんなでリレーの練習をしていた。

それに,勉強ができなくても運動神経のよい子には

せっかくの見せ場だというのに,一部の子どもが傷

つくというだけで廃止するのはかなりおかしいと思

う。

*私は,こ の動きに反対です。なにごとにも順位はあ

るものだし,運動会はスポーツマンシップにのっと

っているのに,順位をつけないということに納得い

きません。小さい子が負けて傷つくことはかわいそ

うだと思うかもしれないけれど,そのなかから生ま

れてくる対抗心や負けたときの悔 しさなどを教える
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ことも大切だと思います。

*だれにでも得意不得意はあると思うし,苦手だか

ら,傷つくからといって,その現実から目をそむけ

さすようなことはしない方がいいと思います。

*廃止には,反対です。足の速い子にハンディを与え

て遅い子が同じようなタイムで走れるようにといっ

た配慮がなされているようですが,私 にいわせれ

ば,そのような「特別扱い」をされる方が子どもに

とってつらいという気がします。「私・僕は,こ ん

な特別扱いをされないと,みんなと同じようには走

れないんだなあ…」と,シ ヨックを受けてしまうの

ではないかと感じました。子ども自身に訊いたアン

ケー トでは,「かけっこが したい !! 楽 しいよ !!」

とみんないっていました。個性を活かすための「か

けっこ」が,か えって「優劣の差を生みだしてしま

うので廃止」という答えをだしてしまう学校側の考

えには,納得いきません。確かに足の速い遅いで優

劣の差がでてきますが,足の速い子はかけっこで ,

足の遅い子は他の面で個性を活かしてあげればいい

と思います。足の遅い子が,足の速い子といっしょ

に走ることで負けん気がでて,速 く走れるようにな

るかもしれない。もっともっと速く走れるようにな

りたい…と思って速 くなるかもしれない。学校 と

は,そ もそも生徒イ固人の個性を活かしてあげる,個

性を引きだしてあげる場なのではないでしょうか ?

*個人的な差をつけるためにいっているわけじゃない

し,悔 しさを覚えるのも必要だと思います。
*単純に寂しいです。偏見かもしれませんが,定番の

アノ曲で歓声とともに思いっきり走っている姿をみ

るのが運動会だと思います。

*私は運動が苦手なので順位をつけない方がいいので

すが,運動に自信がある人もいるので,廃止するの

は反対です。

*順位はおおいにつけたらいいと思う。私は,運動神

経がさしてよくなかった。球技ならまだしも, リレ

ーがメインとなる体育祭は気が重くて仕方がなかっ

た。軽やかにグラウンドを駆ける友人を羨望の眼差

しでみつめた。でも,その友人は私ほどにはテニス

ができなかった。同じテニス部だったが,私の方が

勝っていた。人には,向 き不向きがある。速く走れ

ないからなんだというのか。それがすべてじゃな

い。だからこそ,お互いに認めあわないといけな

い。できる子は誉めてあげたいし,誉められた子は

自信がつき,さ らなる発展を目指す。なにを誉める

かの違いだけじゃないかと思う。徒競走だけに視野

を向ける大人の考え方が浅い気がする。もっともっ

とまわりを見渡せば,子 どもの素晴らしいところは

徒競走以外にもあふれている。

*個人個人に差があることを悪く捉える考え方をどう

にかした方がよいと思う。勝った負けたと,み ると

ころはそこだけなのかと聞きたくなる。運動能力は

生まれつきかもしれないが,ク ラスの仲間が 1番 を

とったことを喜ぶこと,最後までがんばって走りき

ったことに拍手すること,そ ういう気持ちを身につ

けさせることを考えてほしい。自分より相手が大事

だと思える気持ちがないから,自 分のことしか考え

ていないから,差を悪 く感じるのだ。順位の差がつ

くからなどの理由で,徒競走をなくすのはバカげて

いる。

*私はあまり足が速くなかったので, もし自分が小学

生のときに徒競走の順位をつけないといわれれば,

ひそかに喜んだだろう。でも,運動会そのものはそ

れまでよりも楽しめなくなっただろうと思う。紅白

対抗で自分たちのチームが勝つと,お祝いの意味を

こめてその日の宿題をなしにしてくれる先生がい

て,それがすごくうれしかった。つまり,矛盾して

いるが, 自分自身には順位をつけてほしくないが,

それでも勝ち負けあってこそ燃えるのが運動会とい

うのが私の考えだ。やはり,子どもでも,最後にひ

とり遅れてゴールするのはあまりみられたくないだ

ろう。でも,自 分の小学校時代をふりかえつてみる

と (こ れは,私の足の遅さがそんなに深刻でなかっ

たからかもしれないが),運動会での競技の結果や

総合の勝ち負けというものはその日かぎりの喜びや

落胆であって,次の日まで引きずることはなかった

ように思う。子どもたちのなかには,徒競走がなに

よりの活躍の場である子もいるだろう。そういった

子どものためにも,徒競走の順位はつけるべきだ。

*差が明らかになるからおもしろいのではないだろう

か。私は,運動会の前になると影で必死に練習して

いた。競争がなければその努力も必要ないわけだ

し,勝ったときの喜びは感じられないだろう。

*私は走るのは苦手だったけど,順位がつくからがん

ばらなきゃって,む しろ闘争心を燃やしていた方で

す。なんか,負けたら子どもが傷つくとかいってい

たら, キリがないと思います。

2。 条件つき反対

*私は,順位をつけられるのはイヤです。体を動かす

のが好きな子どもは,順位を維持しようと努力をす
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るでしょう。体を動かすのが苦手な子どもも,た と

え最後になっても,一生懸命ひとつのことにとりく

むことに意義があるでしょう。ビリだからダメだと

決めつけたりしなければ,問題はないと思います。

教師は,だれでも得意不得意があるのだということ

を子どもに説明し,親に対してもこのことに注意を

払うように促すといいのではないでしようか。

*廃止しない方がよいと思います。どんな子にも得意

不得意があるし,そ れは運動でも勉強でも同じで

す。徒競走は,同 じタイムの子をいっしょに走らせ

るといつた工夫はした方がよいけれど,順位づけは

悪いとは思いません。

*走るのが苦手な私は,順位をつけることがいいとは

思えない。走りが速い人たちは,みんなにみられて

いても早くゴールできるのだから問題ないけれど,

遅い人にとっては恥ずかしいだけだと思う。ただ

し,同 じ速さの人同士で競うならまったく問題はな

いと思う。

*確かに,足が速い子と遅い子がいっしよに走ったと

き,差が歴然としてしまい,遅い子はおもしろくな

いだろうと思います。でも, タイムが同じくらいの

子同士を走らせれば,差がでないと思います。

*私 自身は傷ついたことはありませんでしたが,改め

て考えてみると,確かに傷つくこともあるのではな

いかと思います。しかし,徒競走などは順位をつけ

てこそのおもしろさや楽しさもあるので,順位をつ

けるのをやめるというのはあまりよくないのではな

いかと思います。もっと工夫して,な んとかできる

ように考えるべきではないかと思います。

*それぞれの種目に順位をつけること自体はいいと思

うが,体育祭全体が結果を重視するような構成にな

ってはいけないと思う。まったく順位をつけないと

なると,本気でとりくむ生徒は少なくなってしまう

と思うので,順位をつけることは必要だと思うが ,

結果よりも過程が重要だということを理解させるこ

とがなにより大事だと思う。

*順位があるから負けたくないという気持ちになった

りがんばろうとするけど,走 りが苦手な子は苦痛を

感じたりするので,タ イムが同じような子をいっし

ょに走らせてあげたらいいと思う。順位があるから

楽しいし,燃えると思う。

*な にをしても人が団体でいる以上,順位や順番とい

うのはついてくる。ただ,1番はできる人,ビ リは

ダメな人とレッテルを貼るような見方がダメだと思

う。それだけで価値が決まるのでなく,さ まざまな

学校が工夫しているように,ス ピードの近い子を走

らせたりすれば,徒競走自体は悪いものではないと

思う。

*足の速さによって組をわけて徒競走をするのに,私

は賛成です。勉強が苦手で,運動会で能力を発揮で

きる子もいます。「負けると傷つ く」といっても,

中学や高校になるとイヤでもテス トの席次がつけら

れるし,世の中にでれば負けたり勝ったりする仕事

もあります。自分に得意な部分や不得意な部分があ

ることを自分自身で認めなければ,世の中にでてか

らいろんな出来事に対応のできない人間になってし

まうと思います。

*確かに,小学生くらいから順位をつけられたりする

とビリになった子は傷ついてしまうと思うから,小

学生はみんなで楽しめる競技をやって,楽 しさを教

えた方がいいと思います。中学生くらいになれば,

心も体も成長する時期でもあり,競いあうことも大

事になるので,徒競走は廃止しなくてもいいと思い

ます。

*みんなのみている前で個人的な差をつけられた子ど

もは,羞恥心を抱いたり,「自分はできない子だ」

と思い,自信をなくしてしまうこともあると思う。

だからといって,徒競走をなくしてしまっては,な

んの解決にもならないと思う。順位をつけなかつた

り,同 じタイムの子を集めて走らせるなどの工夫を

しながらやっていくべきである。

*私は運動音痴で,体育祭は大嫌いだった。それは,

強制的に 1人 1種 目はでなさい !!と 決められてい

て, しかも運動神経に関係のない種目が棒引きや障

害物競走くらいと少なく,楽 しめなかったからだ。

でも,み るのは好きで楽しんでいた。でたい人が種

目にでたらいいし,運動のできるできないが関係な

い種目をもっと増やせば,私のように鈍い人でも楽

しめるのではと思う。傷つくからといって廃止にす

る必要はないと思う。

*廃止にすれば活気はなくなると思いますが,不得意

な子にとっては,ま わりの子どもから「おまえのせ

いで負けた。のろい」など,ス トレー トにいわれて

傷つく心配はなくなります。廃止までする必要はな

いでしょうが,も う少しやり方を検討すべきだと思

います。

3.賛成

*別にいいんじゃないですか ? それはそれで正論だ

と思いますよ。むしろ, もっと早く私の時代からや
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っていてほしかった。

*傷つく子は確かにいるし,そ ういう子を思ってその

ような動きがあるのだし,別 に徒競走を廃止しても

いいと思う。

*廃止する考えに賛成です。できれば,私が小学校の

ころからこのように考えてほしかったです。私自身

走るのが遅かったから。

*私 自身足が遅い人間なので,こ の意見には賛成だ。

徒競走を減らして団体競技を増やせばいいと思う。

あるいは,徒競走はしても成績を団体成績に加算す

るのを中止すべきだ。

*体育祭や文化祭,合唱コンクールなど,いわゆる学

校行事というものは,昔から大嫌いです。いつもな

んとか理由をつけて休んだり,高校のころは先生公

認で行事はすべて欠席しました。まわりから「みん

なでなにかやりとげたら,す ごく感動するよ」とか

「思い出に残るよ」とかいわれたけど,私 はみんな

でなにかをするというのが異常に苦手なので,思い

出とかいう前に参加自体が苦痛なのです。かなり昔

の話ですが,私 にとって体育祭は,団体のだしもの

がある上に競争まであり,その苦痛はものすごいも

のでした。団体では,「どうしてもっと楽しそうに

しないの ?」 と先生に怒られ,さ らに競争に負ける

と,お前は駄目だと名指しでいわれているような気

がしました。人生において競争は必要だとは思いま

すが,自分に置き換えて考えると,自分のころに徒

競走がなかったら少しは違っていたのかなと思いま

す。なので,徒競走廃止には賛成です。

*実は,つい最近まで徒競走というものを知らなかっ

た。エスカレーター式の学校に通つていたわけでは

なく,高校まですべて公立だが,幼稚園から高校ま

での運動会・体育祭に徒競走という種目がなかっ

た。地域的なものなのだろうか (ち なみに,地元は

岐阜県高山市です)。 徒競走はなくても,十分楽し

い。リレーで十分だと思う。徒競走は,時間がかか

りそうだし…。「その方面で個性のある子は…」と

いう声があるみたいだが,徒競走がなくても個性は

発揮できると私は断言したい。私自身,中高陸上部

に所属していたし,運動にはけっこう自信があっ

た。それでも,別 に不満なんてなかったし,楽 しい

行事だったので,私 は徒競走の必要性はハッキリい

つてゼロだと思う。

4.ど ちらともいえない

*私は,こ の考えに賛成とも反対ともいえない。私

は,徒競走が楽しかった (た とえ2番や 3番になっ

ても)。 悔しい気持ちはあったけれど,劣等感など

なかった。ただ,走ることが好きな私だったからそ

う思ったのかもしれない。現在では,負けると子ど

もが傷つくという理由で順位をつけない学校がある

と聞いている。それも一理あるかもしれない。走る

のが嫌いで,負 けるのがイヤという子どもにとつ

て,順位をつけられるのは確かにイヤだろう。とは

いえ,その子どもたちが不快に感じないようにして

あげることがよいのかというと,私は疑間に思う。

*よ いことでもあるし,悪いことでもあると思う。人

はみな,一人ひとり違うのが当たり前。ビリで悔し

い思いをしたなら,次にがんばればいい。私は中高

6年間ずつと走ってきて,中 2,中 3は トップで,

高 2は ビリだった。でも,走ることが好きだから高

3で も走った。イヤだからといって逃げているの

は,自分と向きあえていないからではないかと私は

思う。

*勉強が苦手でも走るのが速い子にとつて,徒競走で

1番になることはとでもうれしいことだと思う。で

も,走るのも勉強も苦手な子には,す ごくイヤなこ

とだと思うし…。

*私は足が遅かつたから, もし参加する側なら, リレ

ーがなくても反対しないかもしれない。でも,それ

は傷つくからじゃない。実際にリレーのなくなった

運動会に参加したら,つ まらないって感じるかもし

れない。

*確かに,順位をつけると最後の子が傷ついたりする

かもしれないけど,順位をつけることで 1番になり

たいという欲がでて,がんばることもあると思う。

それに,順位をつけなくても,子どもは′亡ヽのなかで

は,「自分が 1番速かった」とか「自分が 1番遅か

つた」とか思つていると思うので,順位をつけても

つけなくてもいっしょだと思う。

5口 やりたい人だけで

*や りたい人だけ参加したらいいと思う。

*ビ リやブービーは,確かにイヤだ。だが,も っとイ

ヤなのは,そのことをからかわれたり,過剰に慰め

られたりすることだ。走るのが好きな人,踊 るのが

好きな人,争 うのが好きな人と,人にはいろいろい

ることは小学生だってわかっているのだから,子ど

もに種目を選ばせたり,や りたいことをさせるのが

大事だ。だが,無関心な人には,先生がやらせない

といけないこともあると思う。やってはいけないの



甲南女子大学研究紀要第 41号 人間科学編 (2005年 3月 )

は,大人が子どもの選択の場を狭めることだ。

*私はビリになる人間だつたから,徒競走が大嫌いで

した。なんで大勢の前で恥をかかなくてはいけない

のかといつも思っていました。やりたい人だけやれ

ばいいと思います。やりたくない人にまで強制する

のをやめるなら,徒競走自体を廃止する必要はとく

にないと思います。そのときぐらいしか目立てない

子の楽しみを奪うのもどうかと思います。

Ⅲ.お わ りに代 えて

なにかをするにしてもしないにしても,それぞれに

いいところと悪いところがある。そんななかで,な に

を選べばいいのか。教育には,常 にジレンマがつきま

とう。答えをだすのは難しい。どんな運動会がいいの

か。この問いかけは続く。
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